































スと変わらない電気光学効果 (R定数)と透光性をもち_､グリー ンシー ト積層技術を適用して新しい













化また駆動電圧の印加に対する応答性(Fig.8)を測定 した｡結果､駆動電圧的 100Vで応答性 :80
jLSeCが練られ､走査型デ ィスプレイ素子とLt必要とされる応答性を上回ることがわかった.コント




とんどな く､またデ ィスプレイ素子の透過率 (I,皿m厚)は約60%で､屈折率 (n=2.5)のPL
ZT(9/65/35)セラミックスの理論的透過率65%に匹敵 した｡この透過率は､反射防止膜等の表面処
理で向上が見込まれるoまた電界分布がほぼ均一になるためクロス トー クやコントラスト比低下があ













































金属の伝導帯にある電子は Ferni-Dirac 図 1
分布に従って存在 し真空準位に対 して高さ
Ⅴのポテンシャル障壁内にある｡
金属が高温になる時運動エネルギーを得
てフェル ミ面からしみ出て来る電子が多 く
なり (Fermi分布の 舶Xhlelliantail),
あるものはポテンシャル障壁を越 えて真空
中に飛び出す｡ これを魚電子放出と呼び,
放射電子は 汀axvd11-BolZmann分布に従う｡
(国土参庶)
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